
 

 
     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

    

  

   

  

 

             

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    

 

 

 

 

 

令和２年９月３０日発行 

発行 船橋市文化振興推進協議会 

TEL 047-436-2894 

ぶ   ん   ぶ   ん ふ   な   ば   し 
BUNBUN Funabashi. 

2020 
年 6 回発行 

6 つの施設と文化課が毎号交替でイチオシ情報をお届けします。第１０号（１０,１１月号）の担当は市民文化創造館です。詳しくは４ページへ！ 

WEB版 

市民文化ホール ／ 市民文化創造館 ／ 郷土資料館 ／ 飛ノ台史跡公園博物館 

市民ギャラリー・茶華道センター ／ アンデルセン公園子ども美術館 ほか 

 

市教育委員会と文化施設のイベント情報を 

ひとつにまとめたWEB 版フリーペーパー！ 

10月 

～ 

第 10 号 

11月 
～ 

第一部 ２台のヴァイオリンの為のコンチェルト 

       ヴィヴァルディ：ハ短調ＲＶ509 

        バッハ：ニ短調ＢＷＶ1043 

第二部 トーク ‟船橋の家 記憶のアトリエ“ 

 

祖父 椿貞雄の想い出に寄せて 

東 彩子 ダブル・コンチェルトの午後 

ヴァイオリン：佐々木大芽/ピアノ：伊舟城歩生 

 

 

                         Saiko Azuma               Taiga Sasaki     Ayumu Ibaraki 

令和 2 年度船橋市所蔵作品展 

「椿貞雄と清川コレクション」（4 頁参照）関連企画 

 

【全席自由】一般 2,000 円/高校生以下 1,000 円 

 



会場:市役所１階ロビー 

開催日時:11 月 18 日（水） 

12：20～12：50 

ピアノ連弾による演奏。お昼のひとときをさわやかな 

音楽でお過ごしください。 

 

♦無料（予約不要） 

♦教育委員会 文化課 TEL:047-436-2894 

 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止していた展示やコンサート等が１１月から始まります。 

「手洗い・手指消毒」・「マスクの着用」・「3 つの密の回避」等、感染予防にご協力をお願いします。 

※イベント情報は令和 2 年９月末時点です。新型コロナウイルス感染症の拡大状況により、内容が変更となる場合があります。詳しくは各施設にお問い合わせください。 

 

  

  

◆１１月４日に開館２０周年を迎える当館は、記念巡回展を行います。 

約１万年前に「遊動」から「定住」に変わった船橋における「生活様式」の移り変わりを、

市内の遺跡から出土した未公開資料を中心にご紹介します。 

 

ロビーコンサート 
SUN MON TUE WED THU FRI SAT

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

飛ノ台史跡公園博物館 

ちょっとよりみちライブ vol.194 

「尺八カルテット GMQ」 

◆入館料：110 円◆お問い合わせ先♦TEL:047-495-1325  

 

♦無料（事前申込） 

♦お問い合わせ先◆TEL:047-423-7261 

開館２０周年記念巡回展 

「かわる生活様式！？ －船橋の縄文時代早期ー」 

 

企画展「調べてみよう！船橋」 

「“BUNBUN”ってどんな意味？」 

ブンブンと飛び回って蜜を集めるミツバチの様に、船橋の文化施設を巡り 

“楽しい”を身近に感じてもらおうという思いを込めて名付けました。 

会場: 飛ノ台史跡公園博物館 

会期: 11 月 7 日（土）～12 月 6 日（日） 

9：00～17：00（入館は 16：30 まで） 

１１ 
Nov. 
2020 

 

会場：市民文化創造館（きららホール） 

日時: 11 月 19 日(木)  

18：30～19：15 

◆新型コロナウイルス感染症拡

大防止対策のため、事前申込

制とさせていただきます。詳細は

お問い合わせください。 

（展示期間休館日：11 月 9・16・24・30 日） 

 

郷土資料館 10/17～12/6 

今から 65 年前の伝染病予防に関する資料です。 

会場: 郷土資料館３階 第２展示室 

会期: 10 月 17 日（土）～12 月 6 日（日） 

9：00～17：00（入館は 16：30 まで） 

 

（展示期間休館日： 11 月 9・16・24・30 日） 

 ◆船橋の歴史を、楽しみながら学べる企画展です。 

取り上げるテーマは、昔の地図の読み解き方や、伝染病対策の歴史などを予定しています。 

船橋について自分で調べるためのヒントを、郷土資料館で探してみませんか？ 

◆無料♦お問い合わせ先◆TEL:047-465-9680 

飛ノ台史跡 
公園博物館 



◇◆お客様の声◆◇ 

「毎年１回、支部展を開いています。このごろ壁の

汚れやほころびが気になっていましたので、今回、 

展示パネルがきれいになっていてびっくりしました。 

とても嬉しいです。」（等迦会 蒲原 勝美 様） 

 

← クロス張替え工事の様子 

 

  

  

【会 場】インターネット上でのライブ配信 

【問い合わせ先】第 7 回ふなばしミュージックストリート実行委員会事務局 

TEL：047-436-2894（船橋市教育委員会文化課） 

URL：https://www.funabashi-ms.net/ 

【主 催】ふなばしミュージックストリート実行委員会／ 

ふなばし音楽フェスティバル実行委員会／船橋市教育委員会／船橋市 

 

文化課からお知らせ 

船橋最大級の音楽イベント「ふなばしミュージックストリート」。今年は「新しい生活様式」に沿って、

オンライン形式で開催します！ 

イベント当日はバンド演奏や弾き語りのパフォーマンスを YouTube で配信します。市民の皆さんが

会場に足を運ばなくても音楽で笑顔になれるよう“音楽で人とまちをつなぐ一日”を演出します。 

当日のタイムスケジュール等詳しくは、イベントオフィシャル HP をご覧ください。 

船橋市民ギャラリー 
【住 所】船橋市本町 2-1-1 スクエア 21 ビル 3 階 【TEL】047-420-2111 

URL：https://www.f-bunspo.or.jp/gallery/ 

＜内容＞ 

会場からのライブ中継（26 組） 

自宅等で収録した動画（16 組） 

オリジナル曲を弾き語りで競い合う弾き語りコンテスト（5 人） 

※当日ライブ会場に入場することはできません。 

長年お使いいただく中で、日焼けや汚れが目立つようになっておりましたが、この度、全

室の展示パネルのクロス張り替えが終了し、すっかりきれいに明るくなりました。 

美術館タイプのクロスで、色はこれまでと同じ白系統です。 

作品が一段と映えると思います。是非ご利用ください。 

市民ギャラリーからお知らせ 

◆新型コロナウイルスの感染予防対策をしっかり行って展覧会を開催しています。どうぞお越しください。（館長） 
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きららホール職員（以下「き」）：早速ですが、東彩子さんについて教えてください。 

学芸員（以下「学」）：東さんは、1949（昭和 24）年生まれで、ヴァイオリニストとしてご活躍されて

いる方です。幼いころにはピアノをされていたのですが、桐朋学園音楽科で斎藤秀雄先生に師事

され、その後、イタリアに音楽留学されて、1970 年代から各地でリサイタルや室内楽、コンチェ

ルトなどの演奏会をされています。なかでもヴァイオリンとピアノの 

Duo シリーズは 1977 年から始めて、2019 年までに 40 回開催しています。 

そして、現在は東京音楽大学で後進の指導にあたっています。 

き：東さんと船橋市とはどのようなつながりがあるのでしょうか？ 

学：東さんは、船橋ゆかりの洋画家・椿貞雄のお孫さんです。椿貞雄の長女、 

朝子さんと、岸田劉生やエコール・ド・パリなどの近代美術史を研究された 

美術評論家の東珠樹さんのお嬢さんになります。 

東さんは、近年、美術展に寄せるコンサートをライフワークにされており、 

祖父・椿貞雄の展覧会でコンサートを開催しています。過去には椿の郷里である米沢市上杉博物

館や、最近では宮城県立美術館の「岸田劉生と椿貞雄」展で演奏会をされていました。 

 

令和 2年度 船橋市所蔵作品展「椿貞雄と清川コレクション」関連企画 

祖父 椿貞雄の想い出に寄せて 

東彩子 ダブル・コンチェルトの午後 

11 月 21 日（土）16：00 開演   一般 2,000 円／高校生以下 1,000 円 

令和 2年度 船橋市所蔵作品展 椿貞雄と清川コレクション 

12 月 2 日（水）～23 日（水）10：00～17：00 

船橋市民ギャラリー 入場無料／会期中無休 

 

き：椿貞雄が船橋市にゆかりがあるとはどういったことでしょうか？ 

学：椿貞雄という人は、明治末に山形県米沢市に生まれて、18 歳で上京して、岸田劉生の弟子になっ

た人です。大正・昭和期に活躍した洋画家です。30 歳の時に船橋高等尋常小学校（現：船橋小学

校）の図画教員になったことをきっかけに、船橋に引っ越してきました。今の勤労市民センターの

裏側に住んでいたと聞いています。以降、亡くなるまでの約 30 年間、船橋に住んで洋画芸術家と

して活躍しました。市ホームページの生涯学習チャンネル「椿貞雄と清川コレクション」に詳しく  

掲載しているので是非ご覧ください。 

            き：武者小路実篤と一緒に写っている写真がありますね。 

            学：はい。写真は 1948（昭和 23）年、千葉教育会館で開催された実篤と洋 

画家の中川一政の美術に関する講演会の後、皆が椿家に滞在したときの

ものです。椿は岸田劉生と運命的な出会いをして、その後、劉生の仲間

であった白樺派の人々との交流を持ちます。特に実篤は、生涯椿の画業

を応援した人でした。椿家の家族とともに、実篤、一政のほか清川尚道

さん、新井庸起子さんなど、椿の弟子であり、支援者であった人々も共

に写っていて、椿の船橋での活動を象徴的に示す写真でもあります。↗ 

▼ 東彩子さんについて 

▼ 椿貞雄と船橋市 

▼ 洋画家椿貞雄と音楽家東彩子 

 

 

 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、いろいろな行事が中止と

なってしまいましたが、きららホールもようやく主催事業が開始で

きることとなりました。船橋ゆかりのヴァイオリニスト東彩子氏の

演奏とトークをお楽しみください。 

↘  

き：そのような方のコレクションが市に所蔵されているんですね。市民の皆さんも見ることはで

きますか？ 

学：12 月 2 日から船橋市民ギャラリーではじまる所蔵作品展でご覧いただけます。今回の展覧会

は、船橋市が所蔵する椿貞雄の作品と、椿貞雄を支援していた清川家が旧蔵した美術品・資

料「清川コレクション」の全貌をご紹介するものになります。椿貞雄の油絵や岸田劉生の日

本画、武者小路実篤の絵画など、出品数は 250 点にもなるので、見ごたえのある展覧会にな

る予定です。 

ちょっとよりみちライブも１１月から再開します。トップバッターは尺八カルテット 

「ＧＭＱ」です。１２月以降も多彩なラインアップでお届けします。詳しくはリーフレットで。 

東彩子さんをご紹介いただいた、展覧会を担当している学芸員にお話を伺います。 

 

《彩子像》1925(昭和 27)年 

《彩子と明比古》1956(昭和 31)年 

き：それは楽しみですね。そんな椿貞雄を祖父に持つ東さんですが、画家ではなく音楽の道に進

まれたのは、何かきっかけがあったのでしょうか？ 

学：子供のころから歌や踊りが好きだったと伺っています。3 歳ぐらいのころから祖父・椿貞雄

のモデルになり、数多くの「彩子像」が描かれています。船橋市も 2点ほど収蔵しています

が、孫を想う感情が豊かに描かれている逸品です。人に注目される経験が、音楽の道を志し

たきっかけなのかもしれません。 

当日のトークでは「船橋の家、記憶のアトリエ」というタイトルで、船橋の家での祖父との

想い出をお話しいただきます。東さんは、幼いころ数年椿と一緒に船橋に住んでいたことも

あり、昭和 20 年代後半の船橋の様子もよく覚えているそうです。 

ダブル・コンチェルトは、東さんのお弟子さんで千葉県出身の佐々木大芽さんが出演されま

す。新進気鋭のヴァイオリニストです。ピアノ伴奏の伊舟城歩生さんは、東京音楽大学大学

院に在学中の若手演奏家です。東さんとお弟子さんの共演も楽しみなところです。 

き：演奏もさることながら、東さんのお話を聞いてから椿貞雄の絵を見ると、またイメージが膨

らみそうですね。展覧会も楽しみです。 

学：戦後の椿貞雄の絵を見ていると、アトリエの中や家の庭の風景を描いた作品が多く、今回の

展覧会でもその中からいくつかの作品が出品されます。コンサートも展覧会も楽しんでいた

だければと思います。 

き：本日はありがとうございました。冴えたヴァイオリンの音色と心温まる想い出話に耳を傾け、

12 月の展覧会に思いを馳せてみてはいかがでしょうか。（対談は 8月に実施しました） 

担当：きららホール職員 I 

 


